




























































































































































































































































（race to the bottom）の方向性は好ましくない
との認識も示している。①「不安定雇用」を拡
大しつつ処遇改善を進めるのか，②「安定した
雇用契約」のなかに柔軟な働き方を進めるのか，
本書の立場をより明確にすべきである。あるい
は，③「不安定雇用」を規制しつつ均等待遇を
進めるという方法もあるが，いずれにせよ本書
の主張が明確ではない。派遣労働を中心とした
非正規労働者に対し，企業が活用する条件をど
の程度まで認めるのか，法規制の在り方，許容
できる点と許容できない点の線引きを行うこと
が論旨を明確にすることにつながるのではない
だろうか。また，派遣労働を「必要悪」として
容認するためにはそれ相応の理由が提示される
必要があると思われる。
第２に，ワークライフバランス実現のための
労働市場改革の方向性の提示である。本書では，
日本の労働市場の特徴が「夫婦の役割分担」が
前提となった「二重構造」（88頁）であるとの
評価がなされている。それに対し，欧州は「も
ともと雇用保障があり，労働時間なども規制さ
れていて住みやすかった国」（108頁）であり，
米国は「解雇も自由で転職もしやす」く「もと
もと労働市場のなかにフレキシビリティが備わ
った」（108頁）国であるとの違いが提示されて
いる。労働時間規制，休日規制を促進するとい
う点では，欧州型の労働規制が望ましいのかも
しれないが，日本の労働市場の規制の在り方に
ついては具体的に明記されていない。とくに
「格差社会の形成や格差が固定化するのを防ぐ」
（106頁）ために，非正規労働者の存在を「仕方
がない」と捉え「均等待遇」を進めるという本
書の立場に立てば，日本の労働市場がどのよう
な方向性に進むべきなのか，明確な提示をする
ことが必要になるのではないだろうか。
本書はワークライフバランスの実践が，①労
働時間の削減と②非正規労働者の処遇改善とい
う2本柱で論じられている。全体としてワーク
ライフバランス実現に向けた体系的かつ説得的
な議論が進められている。各章の文章は簡潔で
論旨が理解しやすく，労働と生活の問題に関心
のあるすべての読者を引き付けることだろう。
（大沢真知子著『ワークライフシナジー　生活
と仕事の〈相互作用〉が変える企業社会』岩波書
店，2008年３月刊，253頁，定価2200円＋税）。
（ながた・しゅん　法政大学大原社会問題研究所兼任
研究員）
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